
の自己紹介

生年月日 年 月 日

写真

親の願い・本人の願い

得意なこと・好きなこと

絵を描くこと、ダンス、電車、映画、アニメ、英語、旅行、写真、パズル、スポーツ、好きな食べ物、落ち着ける
場所や物、乗馬、水泳、お気に入りのおもちゃ、遊び、絵本など

□うごきまわる □そわそわする □ぼんやりする □衝動的にうごきだす
□注意が散りやすい□高いところにのぼったり、とびおりる
☑その他（姿勢が保ちにくい ）
かかわり方のポイント

行 動

将来は警察官になりたい。グループホームで暮らしたい、一人暮らしがしたい、家族と家で暮らした
い。旅行に行きたい、ディズニーランドにいきたい、結婚したい、働いて自分で暮らしていけるように
なってほしい、親子で入れる施設で暮らしたい、入所施設で暮らしてほしい、成年後見制度を利用し
たいなど。

緊急時の対応身体に関すること

□てんかん
☑アレルギー（ピーナッツ・そば ）
□発作 （ ）
□ペースメーカー □胃ろう
□移動介助 転倒しやすい・手をつなぐ・手引き歩行
□聴覚障害 □視覚障害 □難病
□その他（ ）

みんなと遊んだり、笑わせたりするのが大好きで、周りのムードを明る
くする子です。困っている友だちがいたら助けようとするやさしい性格。
困ったことに出会うと、どうすればできるかなと考えてグッドアイデアを
提案できます。好奇心旺盛で、いろんなことに興味津々です。

身長 ㎝ 体重 ㎏

こんな人です

安心できる場所・活動 声かけのしかた・かかわり方

〇指示の前に予告「聞いてね」の声かけや肩をチョンと触るなど注意を向けさせてもらえたら理解しやすいです。

その場に好ましくない行動や発言があったときは、その都度「こういう時は○○したらいいよ」「こういった方がい
いよ」と具体的に教えてもらうと次からそうできます。
〇聴覚・臭覚が敏感なので、しゃべり声やBGMなどがしんどい時があります。静かなところに連れ出すか、音量を
さげるなど工夫してください。

苦手なこと・感覚

パニックになってしまったら・対処法

□はじめての活動・場所 □はじめての 人 ☑予定の変更 □活動や行動のきりかえ
□音 □光 □におい □さわられること □暑さ □寒さ

☑その他（集中したい時に集中しづらい。 ）

〇楽しみにしていたスケジュールが変わったとき、悲しくなり涙が出ることがります。「残念だったね」と共感し、
「でもこういう楽しいことがあるよ」と気分を変えてもらと「まっいいか」と思えます。
〇必要のないものが見えないよう隠す。静かな環境を整える。テストの時は耳栓を使用するなど刺激を減らす。
視覚優位なので、絵やリストがあった方が理解しやすい。

すぐに救急車を呼んでください

「20秒背中を伸ばします」など具体的な言葉で姿勢を保持する時間を作る。
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